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草地に生息する4種アリ問の食物分配について

(1)質へのアリの集まり方
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はじめに

却 I帽で私は，草地民生凪するクロヤマアリ，クロオオアリ p トピイロ νヲアリ，クロナガ

アリの4掴について鐸宣活動の時期，陣内容および餌をのぐる薗聞の相E作用について述べ

た01114掴のアリのうち j クロヤマアリ とクロオオアリの2掴聞では， 地表で聞の揖tiri!i勘を

行う時畑氏は轄しい遭いが且られず，また ζれらの行動域は盟複すると乙ろが~いζ と， 問団

はいずれ6地曹にみるE虫四死体@主要えよ餌としているが， その11掴栂成も似ており喧しい週
いの見られはい乙と，しかし餌由11111組成区は遠いがい〈らか見られ.より小型の匝をクロヤ
マアリが.より大型白餌Tクロオオアリが食う傾向が且られるζと.さら6ζタc""マアリが週
んでいる餌をクロ北方ア リが専念現勧告しばしば観察できるζ と.信どがそ由要点でiI>る.ζ

れらを色とにして前帽では，掴聞におげる餌をめぐる置劣闘臣自存在が創ITDl且によって食い

分リる結果を生むζとの可能世について歯じた.

ζれら 2 bl!0)アリは ， 昆虫 ・ ク司~I.le由他tζ樹液や樹木.t:<本につくアプラムν"どの昨出
繊伝ど‘好むζとが知られているが。調l!i地円にはζれらが蝿 <.ζの点にはほとんど圃れ信

かヲた‘しかし両揮が同一樹木由樹液やアブラムシ主主どの'置を利用するのは普通陀見られ，ま

受付。 1972年llH20口
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た調査地内κ首損ずるクロヤマアリとクロオオアリが融査地外で蜜を得て，県内に週んでいる
ζとも考えられる.そEで蜜白分配を明らかにする ζ とを目的として，地表4と腔慨した砂輔水

べの捕まり方争調べfこ白でそ白結果をと ζに報告したい。

研究を進めるにあたっては，轟下正明敏控.111郡部治世助教授をは巴ゆとする京都大学理学

部動物生I!I学研究室の方々，なちびに大海臨嗣実験所の三浦君詩碑助教置に，きまざまな聞置助

を頂いた.ζ とに肥して心からの衝窓を表する。

実験場所と実路方法

実験は前回と同じく，京都市左京区にある京都大学植曲園内にある草地で行~tニ.ζ白地域

の総生，地温，気血については前線で示したのでζζでは省略する。実験区として選んだのは

広さ25，，(白方形区で，実験匡とその周辺Kおげるクロヤマアリとクロオオアりの梨穴且ぴ置を

置いた地点をFig.l，ζ示した包
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実験は1弼8年6月から 9月にかけて行い，用いた方法は次の2つで'"る.

(J) 5cεのサーノプル甑にガーゼあるいは脱首相を陪め， 乙れに25%の砂輔水を 1-:廿に苗み込

ませa 乙れらをFig，111:示す実験区内の25地点10個ずつ閣時に置ι5-10分凶闘で，蜜に

群がるア 9の組関と個体散を 1.....1.5時聞にわたって記録した.

(2) (J)と同一地点区砂描水を世き，原則として2時間おきに館上のアリ回国罰，冊体散を記挺

した， 日中は砂柚水の燕発出倣しいた11>.時折，砂脂水を楠枯した.



回. 1史/IiI草地に生息する4橿アリ聞の食倒分について(1).へのアリの集り方

.に集まるアリの日週開変化

地表IC一日中置いた砂晒水に畔がったアリは全部で9置'"り、 EれをTable11乙， またそれ

らの日週量化-i'Fig.2と3に示した.

Table 1. List of antJ swarmtllB 00 suaar baits 

FAMILY FORMIDAE 

SUBFAMILY FORMICINAE 

C.mρ01101旧 j吋onl(;W$MAU クロオオアリ

Formica jOtonjcQ MOTCHIJL5n タロヤマアリ

Paral"chi"a flavitt$ SWITN アメイロアリ

SUBFAMILY MYRMICfNAE 

Crlmalogrutu $ordidulo ruaklll.!Is FOUL キイロシリアゲアリ

P'IJfom，rmeJ: tW1Ilfln.s MAYI アミメアリ

Monomorium "'T何回11M:W.KZLIR ヒメアリ
Phtlidol. f，ruida 8，.ITfI アズマオ*ズアカアリ

TetramorIum '0111ρitum LlIUu!: トピイロシワアリ

回tld凹tirlcd 申~I図 sp.A

乙れら 9 橿のアリは図から ~J らかとEように，砂酷水へ由lI!まり方から次の 3 グループに卦げ

るζとができたo (i)主として日中に置に集まる色の クロヤマアリ・クロオオアりの2圏.

(ii)主に1lI:slJlcJI!るもの-，併記i田 Aの l種， (iii)，日中にも亜問にも集る4のートピイロシワ
アリ，アメイロアリ ，アミメアリ，アズマオオスアカアリ.キイ ロシリアゲアリ ，ヒメアリの

6唖.ζれらのアリ由2種以上が同一の警rlC集まることがあった白で.Fig.2と3ではアリが
占めた蜜散を合計すると全宣世 (~25) より多くなる と ζ ろ も ある.

乙のように9置に及ぶアリが時聞を違えて蜜に集まったため，アリ全体としてみると常に蜜

を利用している乙ととなった.ただし同一四蜜を利用するアリの温額融が多い乙と，また雪量白

利用庄の高いζとは.!健闘区が草がまばらに生えている地織に敵げられているζとよりも，実

曲区がその回り三方密林で聞まれており，いわゆる林器部に位置する ζとの反臥とみる白か適

当であろう.伊jえば.9掴のアリ白うらクロヤマアリ クロオオアり・トピイロシヲア 9の3

種1:草がまばらは地暗に普通に且られる種でゐるが，他白6誼1:林内でより普通に且られる種

であった.

林縁部に特有えよ鮪分配が存在するととが考えられるが， ζ 乙では草地に生血するアリ開田食

物分配という観点から ζれら 6橿を陣外して，対象をクロヤマアリとクロオオアリκ限定した
い.えよお トピイロシヲアリ色調査対象とすべきであるが，今回の実験では1r1C.tl!ヮた個体か少

は<.ζれ色陣外した.
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クロヤマア り とクロオオアリはいずれも主として日中(L~告に集ったのであるが，その集まり

方は幾分異なり ，蜜の最多占有時刻には明らかなずれが見られた。ク ロヤマア リによ る蜜の占

有は12時をピークとする一山型であるのに対してヲ ロオオアリでは10時と14時をピーク とする

二山裂で， 1211寺には活動の明らかな低下を示した。

次Ir:蜜の占有度を示すものとしてそれぞれのアリが占有した蜜数に占有時間を策じたものを

考え，これを比較したい。Fig.2においてζれは両極のグラフと1:si軸とで形成される多角形の

商騎に相当するが1 両極問では笈がほとんど無い。つまり主主の占有後の利用の度合を問わず，

占有fl[のみを問うならば，今回の実験条件下では，両極の蜜占有皮はほ Y同じであったと言う

ζ とができる。

このような蜜の当め方と通常，地表で活動しているアワの密皮との関係をみる為K，砂粉水

を与える 2目前に調査した両極の密度の日沼期変化をもFig.2に示した。アリが占有した蜜の

数とア リの密度のグラフはクロヤマアリ・クロオオアリの両者共にそれらの形が似ており対応

関係が見られた。しかしアワ一個体当りの占有笹数はクロオオアワ がクロヤマアリよりはるか

に多かった。つまりクロオオア リはクロヤマアリより地表で、の活動個体が著しく少ないにもか

かわらず， クロヤマア リと同程度(L鐙を占有したのである。

ウロヤマアリとク口司オアリの蜜への集まり方

次11:地表に同時に設置した25個の砂糖水IL#-~って邑たア リ の短時間内の時間経過に伴う変化

を見たL、。

蜜には先の例と同じく ，クロヤマアリ ・クロ オオ アリの他にトピイロ νワアリ・アミメアリ

・キイ ロシ リアゲアリ・ アズマオオズアカア リ・ アヰノナガアリ ・クロづガアリの6種が集って

きた。これしらのアリのう ちト ピイ ロシロア リ・アミメア リ・キイロシ リアゲアリはクロヤマア

リ・クロオオア リよりはるかに小型のアリであるが，ま耳を見つけた後，県内のアリ 多数を動員

する習性が強く，クロヤマア リやクロオオアリが既に占領している餌であってもとれを恋い取

った。ア ユノナガア リの動員力はこれらのアリほどではなかったが同様であった。クロヤマア リ

とクロヰオアリ聞の蜜の分配11:対するこれらのア リのtc塁手が明l阪なので，実験中にこれらのい
ずれかが3個体以上集った地点の餌を除き ，競りを有効餌 (m) として検討を加えたい。

Fig.4 }ζ個々の砂糖水に集って きた両極のア リの時間経過に伴う個体数変化を示した。ここ

では8月19日の1211寺と15時40分に調べたものの内の数例を示してある。 地表で活動中のクロヤ

マア リの密度は先にも述べたように，クロオオアリよりはるかに高いので，ほとんどの場合は

クロヤマアリが蜜には先に来た。その後クロオヰアリが来るまで， その個体数はほ '~'TI直線的K

増加したが，増加率は12時のほうが15時40分IL調べたものより ，かなり大きかった。 クロヰオ

ア リ は蜜に来ると ， そこにmがるクロャマア リ の個体数と無関係に ， しかも'，if~iζ蜜を奪い取っ

た。ところが蜜をZまったクロオオアリもそこから離れる ζ とがあり ，ζの場合lζは再びクロヤ
マア リが主主を占有する乙とになった。これらの行動について，蜜とのア リの辿続観察結果を示

すFig.5のグラフと対応させながら述べたい。
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(倒b) rクロヤマアリがまず蜜tζ繰って来たが数分後にクロオオア リが来るとクロヤマア
リはすべてiUちκ蜜から雌れた.クロ"オア リはS富田まわり を駆げ回り ，ζれに近づ〈クロヤ
マア~ Ir.:大苗を聞けて車修を加えた.乙れらのクロヤマアリは直らに過躍した..~追われた

クロヤマアリのー衝は賓の周辺を右往左往するがクロオオアリを攻隼するととははかった.前

1分後にタロオオアりが費から離れるとそ由周辺にいたク ロヤマアリが直ちに.，<111がった.
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しかしさらに3分後，ク ロオオア リが丙ひ'笹山己来て(この個体が先に来たのと同一であるかど

うかは不明)，上に述べたのと同じ事を繰り返した。とのようなことを4回繰り返した後，ク

ロオオアリが6個体，列をなして巣穴から蜜1<:来てζれを占領した。乙ののちにも瞬間的には

蜜にたどり着くクロヤマアリの個体もあったが，直ちに追払われ，主査はクロオオア リによって

完全に独占されることになった。~ Lれが最志普通に児られる型であったが， 約150例中 1っ

た。け異った型のものが見られた。

(例c)Wクロヤマアリが先に仰に集まり ， その個体数が151<:なった時1<:クロオオアリ l個体

が蜜にきた。 3~4 個体のクロヤマアリは蜜から直ちに離れたが， およそ 10{[酉体は逃げること

なく，クロオオア リのまわりに間がりその肢や触角を校み始めたうクロオオアリは蜜から離れ

Fig.5. 



liIU1大学理工学lUl現〈理学鏑) 239 

たが，タロヤマアリはクロオオア 9の体K喧みついたま、量さず，さらに.多〈の岨体が鹿宮市

来掛から液状の色のをクロ..オアリの頭$，胸$1ζかりた.しばら〈してクロオオアリが動か

信〈なり， ζれをクロャマアリはそ由民!IC.運んだ.Jζの倒cにおいてク ロ..オァ，が2留にき

た時にクロヤマアリの個体が著しく描少しているのはζのようにして賓から厳れた個体がそζ

では数えられていない乙とによる.

クロオオアリは多量個体で占有している置であってもクロオオア リがくると ζれ争責主車して

クロオ才アロのいない時めるいは場所を見計って療を殴うというのが基本的な裂でゐるが，ク

ロヤマアリの殴った.までク ロオオアリが奪うζとははかった.ζれは一見当然のζ とのよう

であるが，動的世の聞の場合には餌をクロオオアりに奪われるとクロヤマア 9には同色鶴らえz

いζとそ考え合わせると興味理い現象である.

次には』置を占有したアリの団顕構成の時間蛭過に伴う変化 (Fig.6)について述べたい.

ζζでは質κ岬がるアリの個体離は考慮に入れられて伝い.

両極の賓の占め方は実験の日時によってかなり異ったが.同時κ共通の型6見出す乙とが出

来た.す伝わち，いずれの揖合でもクロオオアりの占めた禽散 (Ct)は時間畠過に伴い単調に

増加し.かっそ申増加箪は次揮に輔少する傾向を示し，クロヤマア 9の占めた!l量 (Fりは置

を置いて間b'.l <急訟に相加し，その後，凹凸を示しながら醜少した.ζのような幽織令示す

のはクロヤマアリがいづたん占有した置をクロオオア"が奪い，その量生が時間と共犯増加した

からである.まに両極のアリが1つ白書E上で長時間共存する ζ とは会〈輯かったので，両種の

アリのうち少伝〈とも一方が占めた蜜量 (F・Cけはほとんど常κ両掴が占めた蜜散の合計と

一致した.

望置の占め方の日時による遭いはかなり迫観的ではゐるが1 およそ2つにグループに分ける ζ

とができた.1つは12時頃以外四時刻に見られ JimFt= xキO. Jim Ct= Vキm
t-.田 t-∞

で特掴づけられ，他のグループは12時噴にのみ昆られ JimFt= x宇m-V>O.

Iim Ct= 'Y <m が特融であった。
t→∞ 

t-ー∞

クロヤマアリが占めているきEであってもク ロオオアリはEれを奪うととが出来ると述べたE

とから置が置かれて十分に時間が経過する と会ての衝をクロオオアリが占有するζ とが嗣持さ

れる.それにもかかわらず， 12時グループでそのようにならとZか勺たのはFig.2に示すようK

ζの時割には地車で活動するクロオオアリの個体散が少いために，それら由大多置が置に臨ま

るζととなり，また出から新たに出る個体もほとんど信い町で，結局側ur.[.sってくる倒体がほ
とんどいは〈伝ったからである.

他のグループの場合においてもクロオオアリの密度は大体1掴体1'"で..，り，蜜tζ聾まるク
ロオオア 9の醐体散が増えると地署長で探到底活動する個体は減少したが，ζの繊合には胤から出

る個体がかえまり多かった為1ζ，鐸索活動する個体が著し〈櫨少するζ とはなかった.
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以上において押られた結果令もとに Fig.21ζ示した両種の蜜の占め方争見ると，桔泉として

両圃は間程度に置を利用したが，その過程は，クロオオアリ が可能は限り蜜を占有し，盟りを

クロヤマアリが利用した乙とカg分る。

奮の占め方に関する毛デル

院に両極のアりの砂輔水町占め方について簡E単位モデルを考えて検酎したい。

吏験区1<固定四を均等に置き

Ft :匝を置いて t時間後にクロヤマアりが占有する餌散

Ct:餌を担置いて 1時間隙tζクロオオアリが占有する同盟

ρ， 酬を置いて t時間挫のクロヤマアリ由密度

ρc 闘を置いて t時間後のクロオオアリの密度

A クロヤマアリとクロオオアリが共容している時，クロヤマアリ 1個体当りの瞬間平均別

描見取

B クロヤマアりとクロオオア リが共存している時. クロオオアリ l個体当りの瞬間平均餌

発見率

α 。クロオオアリが闘を占めた後にクロヤマアリが郎に来た時， 前者が後者に削争奪われる

度合

β 。クロヤマアリが闘を占めた後にクロオオアリが削に来た時， 前者が後者4ζ削を奪われる

度合

m 餌の密度

とすると

dFt 
E了 =p， A 
dCt 
Tt=ρ， 8 
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1
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自成立するととが鍋持される.との場合f 止の条件がさらに成立する場合を考えよう.

ia=o 一@
β-1 

I Pr =曲目tant ー③ ，A-田nstant _r.、
I P c =constant 世って 10-∞nstant W 

③はクロヤマアリの占有する聞にクロオオアリが〈ると前者は後者に輔条件で聞をゆずり，

かつ逆の場合は会〈剖らとEいEとを意味する.①の地表で活動するアリ白蜜庄が宮北しないと

いう条件は，聞に鼎まるのと同散のアリが出または実験区外から抽酷きれるか。仰の周辺白ア

リの密度が餌iζ革まる個体iζ比べて著しく商い己とを意味している.

ζれらの条例が醐足されるならば

ρ，Aρ，8 
-Tr-2a ， 一?正一-bと置〈とφ，@式は



'" 安毎:草地に生息する'11ァリ聞の食物分について(J)賓への，.，の11り方

dF. 
-dt!..-'" a (m-Ft -C，)ー@

dCt 
~dt!:.....= b (m-Cl )ー①

で表わされる.且oのときFt=Ct=0であるから
F， =me-.t (1-e-ot )ー@
C，=m(l-e-bt) ー@
が成立する. 従?て

F， +C， =m(l-e -(.凶〉り-(⑮
も属立する.

餌を占有するアリを等間隔.倒えば5分おき.<1.>るいは10分おきに闘べたとすると(1)回固

と (t+ 1)周囲の聞には
@式から

C，+1 =e--Ct+ m( 1 -e-り⑪
@式から

Fo+l + c山田 e-(O+.)(Ft +Ct )+m 1 1 一日州 I-~

あるいは

C1+1回lO-b'C，+ m (1 -10 ・')-~ 

F山 +C1+令♂l

が成立する.

@-@式はいずれ色直線式であり，醐定健を用いて直線性を輯酎した上でm，a， b あるい

はが， b'を決定するととが出来る.先?とも述べた織に12時グループ申込田はC，の垣市田値がmよ

りも小さ(@，@式iζ合わないζとは明らかであり ，他白グループのものについて検酎を加え

た.今回目実験では完全に等間隔では間上のアリを闇べて佳いので.補正を加えたのち⑬，@式

を周いてm，a'， b'令求めてとれをFig.6に示した.乙乙iζ示した白は2倒についてであるが

比般的よ〈合ヲていると見るζとが出来る o Fig.6の 1:&ぴ.，<示したグラフは政式で表わさ

れる.

( 1 ) C‘=20( 1-10-o.m‘) 
F， =20.10-・・1St(1 _10-0，1141) 
Ct +F， =20( 1 _ 10- 0 • 11・・ 〉

(・ C.-'9( 1-10・・Jlt)
F， =19.10・0・Ut(1 -10・・nt)
Cl +Ft =19【1-10・"")

考案

以上において今回の実験条件下でのクロヤマアリとクロオオアリ聞の蜜分配とその掴111，特に
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賓の分配lζ障しての組問の相互作用についてある程度まで明らかにする ζ とができた.しかし

自然における置の量とその分布様式えまど白データが無いので，樹液あるいはアプラム νの銀出

液等の分配を曲ずる乙とはできない.

そζでζζでは(i )今回由実験条件下での 2種アリ周の置の分配線式と前殺で述ぺた動物

性の闘の分配鰻式の比較 (ii)今回得られたデータから動物阪の分配についての予醐の可能

性，乙白2点について輯酎したい.

(けについて2つの点が注目される. Iつは蜜白場合には餌分配は餌 「場J'"取り合いの
形を取り，動物問では餌そのものの取り合いの陪をとる乙とである.置輔の事在場所は管理に

は限られており ，かつ固定的である。 Eの餌条件下では，両種は師その色のの取り合いの前に

餌「揖」の占め合いを行うのでゐる。 ζれに対して動物餌の場合にはその寄在場所が置と比較

すると固定的でないためか「場J白奪い合いは会〈見られない。車2点は車 1点と関連すると
恩われるが白クロオオアリがクロヤマアリの餌あるいは餌揖を奪った場合iζ，助問餌ではクロ

ヤマアリには餌は金〈腫らはいのに対して.!Irの場合には岡渇から迫われる前に撞得した蜜そ

のものはクロヤマアリに曲るととである。

前報において，聞の分配過程を2つの段階，つま り探索活動中のアリが聞を発見して週織を

閲曲するまでの車l段階とその後聞を盟に迦ぴ入れるまでの軍2段階とに分げた。 上に述べた

2つの!lIから，種聞の相互作用。影響を;il<IIす段階が曹の場合と動物阻の場合とで異なるこ

と，すえまわち問者の湯合には個分配の車一段階に，後者由場合iとは第二段階。乙種聞の相互作用

が量影響するととが示される。

実験区から駒30m離れた所に蹄林がめり，そζにあるカシ類白出す樹液にクロヤマアリ ・ク

ロオオアリがキイロシリアゲアリ ・アミメアり等と共に昨がるのが臨察されたが， ζζでもク

ロオオアリがクロヤマアりを餌揖から追い払い，樹液の出る場所をー時占領する現象が見られ

た。しかしクロオオアリはその個体散の少佐さのために，間場白会てを占頓し輯げるEとは出

来なかったので，クロヤマアりは残された餌場で!時折クロオオア'Jlc追い回されつつ蜜を股

った.

自問における置日存在場所は，樹液やアブラムシその他の鋳出世等1 大半は草あるいは樹上

である。軒下閣は京大倒拍圏内の今回由実験地付近で，約30年間κ樹上における鍍掴の相E作

用について報告している.樹上白アリが 「占有掴」と「非占有種」に分げられるとと，また一

本の細極上では「占有極」 と「非占有函JI<分げられるとと，また一本の剥雌上では 「占有詔
」と「非占有種」とは共存するが「占有粗」悶土は共存していないζ と等がその聾点である.

乙ζで 「占有橿」とは損図的に樹上に畳り， 定の世を占領して他極のアリの匝入に攻撃を以

って酬ゆる極でihり， トピイロケアリ ，アミメアリ， トピイロシヲアリが含まれ. r非占有極
」とは占有枝を壇得する為の集団的行動は抽んど行わず，通常は他留の占有校といえど色相手

からの攻費量を避けつつ単独で甫入し，揖会を得ては置摘を「輯血Jする睡で』クロヤマアリや
アメイロアリが含まれる.

クロオオアリはそζには述べられてないが，他種の恒入1と対して攻般を加える点で「占有誼

J Iζ含まれると考えられる。ただし他白多〈の「占有種jが'J哩で集団をはして行動する性置
が強いのに対して，クロオオアりは大型で.集団をはす位置色あるが余り強くはい点でやや興

った「占有腫」 κ属すでihろう。
前線において誼聞の置指関揺が動物聞の場合には毎分配の車2段酎iζ作用し，両極のアリに



，<< 安"，荷車JCilO生息する 4薗アリ聞の食傷分について(1)宮へのアリの錨り方

重量による食い分けを結果として強いる田でないかと述べた白でめるが，他方においてその同

じ聞揺が貨のような固定傭自治会陀は.館分配の第一段階に作用するEとを通じて，両国のア

リ脅して「占有圃J. r非占有極jという掴型で表わされるよう信障で共存させているとも考
えられる.

次に【ii)今回のデータから動物耐の分配の予聞について槙酎したい.

アリの筒分配iζ闘障する聾図は大き〈①筒条件，③アリの聞の条件.③ア 9種間の闘障の3

つに分げられる.当制乙申3つが変化すれば節分配は霊化する訳でめり ，条件を明確にしてお

〈品曹がある.

今回，クロオ..アリは僻令見つけると餌に群がるクロヤマアリ個体散と揮関慌に餌を奪いs

①式あるいは①式の形で餌を見つける ζ とを示した.そζでまず動駒位の阪についても地理更に

'"る限りは乙の閲慌がめる ζ とを恒定ずる.さらに今回の調査地のようにタロオオアリの個体

散がクロヤマアリに比較して著しく少伝い場合を考える.ζ白2つの条件下で期待される餌分

配四 lつをFig.71C償請的に示した.
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クロヤマアリとクロオオアリが最割K餌を見つける割合はパーセνトでそれそ・れF。とC。で

Fo)>Coの闘揺がある.餌を発見したアリは盟にζれを週ぶのであるが， クロヤマア リの級

会，途中で餌をい〈らかクロオオアリに迫撃われる.乙由時に大型信個ほど出に坦ぶまでの時聞

が長<.タロ..オアリのl!1懲を畳ける時間色豊〈えより，担って途中で奪われる務も高くえよる.

今，J!lIの大きさを置訟でなしクロヤマアリが梨花週ぶまでに品聾往時間 tで表わすと時間

t円にクロヤマアリは(1-e-・つ だ1Iクロオオアりに奪われ， e-ot t.ご1I眼に亜-"ζ とに伝

るであろう.躍ってクロヤマアリが!lH<運ぶのに聾する時間が tである簡はパーセントでク ロ

ヤマアりにF.=F. e ・ヘクロオオアリ/C.C，=F. (1 -e-")+c.. t~げ分配され cζで t が

一定値よりも大き〈はるとC.>F.とはりが小さいと週IC.C.<F， i:;.はる.つまり大型の

餌ではクロオ..アリが多〈を占め，小型の餌ではク ロヤマアリが多〈を占め， 蹄果として，

「軍置による館の食い分げ」現a拠出起る ζ とが示される.
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事前

(1)京大組曲岡田期地陀生息するアリに砂暗水を与え， ζの餌へのア リの集まり方から，衡の

分配のきれ方を蹄ベた.

(，) 砂醐水にはU圃のアリが集ヲてきたが日中に大都分の餌を占めたのはクロヤマアリとクロ

オオアリであり， ζの2函"実験の主要な対象とした.

(3) 砂柑水を与えると，まずクロヤマアリが大節分自簡を占め.辺れてクロオオアリが来たが

クロヤマアりの占めた簡を奪い時間経過に伴いクロオオア 9が1-<の餌を占めるように'.ラ

fニ.
(.) クロヤマアリとクロオオァ qの餌の占め万に関するモデルを作り，得られたデータを検討

した結果』池田の著しく商〈なる時剖を除いて次式に比較的よ〈合う Eとがわか・，tこ.

dF 古!.._a(m_F・-c.) 
dC 
-zLzb〔m-ca)

F" c，はそれぞれクロヤマアリとクロオオアリが占ゆた餌の散で m，a， bは定量

@ ζのをデルを用いて弛物性の簡分配の様式を予副でき るかどうかを樟酎した.
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